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〈
史
料
紹
介
〉

「
梅ば

い

颸し

御
供
」の
翻
刻
と
解
説小

竹　

佐
知
子
、
大
久
保　

恵
子

一
．
史
料
「
梅
颸
御
供
」
に
つ
い
て

本
稿
で
は
頼ら

い

梅ば
い

颸し

（
通
称　

静
子
、
一
七
六
〇
（
宝
暦
一
〇
）
年
八
月
二
九
日

〜
一
八
四
三
（
天
保
一
四
）
年
一
二
月
九
日
）
の
五
〇
日
祭
・
忌
明
ま
で
に
毎
日

供
え
ら
れ
た
膳
の
献
立
「
梅
颸
御
供
」
の
翻
刻
お
よ
び
解
説
を
行
う
。
梅
颸
は
、

江
戸
時
代
後
期
に
広
島
藩
儒
に
登
用
さ
れ
た
頼
春し

ゅ
ん

水す
い

（
一
七
四
六
〜
一
八
一
六

年
）
の
妻
で
あ
り
、『
日
本
外
史
』
を
著
し
た
頼
山
陽
（
一
七
八
〇
〜
一
八
三
二

年
）
の
母
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

呼
称
「
梅
颸
御
供
」
は
、
頼ら

い

家
一
〇
代
惟つ

と
む勤

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
、

一
九
二
一
〜
一
九
九
九
年
）
が
著
者
ら
に
遺
し
た
メ
モ
書
き
〝「
聿い

つ

庵あ
ん

詩
稿
」
一

束
ノ
中
ニ
梅
颸
様
御
供
３
冊
〞
に
由
来
す
る
（
一
九
九
五
年
当
時
）。
聿
庵
（
通

称
、
余
一
）
は
山
陽
の
息
子
で
、
春
水
‐
梅
颸
に
と
っ
て
は
孫
に
あ
た
る
が
、
山

陽
廃
嫡
後
の
養
嗣
子
景
譲
（
春
水
甥
）
の
死
去
に
伴
い
、
最
終
的
に
聿
庵
が
頼
家

を
嗣
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
１
，２
。
聿
庵
に
と
っ
て
梅
颸
は
本
来
祖
母
な
の
だ
が
、
実

生
活
に
お
い
て
は
母
で
あ
り
、
ま
た
、
商
家
か
ら
儒
家
と
な
っ
た
頼
家
の
主
婦
と

し
て
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
梅
颸
の
喪
の
行
事
は
、
当
主
聿
庵
に
と
っ
て
重
要

で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
献
立
冊
子
（
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
所
蔵
）
は
表
紙
に

「
朝
夕
奠
御
献
立　

上･

中･

下
」
と
書
か
れ
た
、
三
分
冊
に
な
っ
て
い
る
。「
梅
颸

御
供
」
の
他
に
、
頼
家
に
は
先
祖
忌
祭
お
よ
び
時
祭
の
献
立
が
多
数
残
っ
て
お

り
３
‐
８
、
こ
れ
ら
の
各
献
立
に
は
、
前
出
惟
勤
氏
に
よ
り
資
料
整
理
番
号
が
割
り

当
て
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、「
梅
颸
御
供
」
献
立
に
は
番
号
は
振
ら
れ
て
お
ら
ず
、

惟
勤
氏
に
よ
る
〝
未
加
番
〞
の
メ
モ
書
き
も
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
梅
颸

御
供
」
の
資
料
整
理
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
幸
な
こ
と
に
、

梅
颸
死
去
の
翌
々
日
の
一
二
月
一
一
日
か
ら
一
月
二
九
日
ま
で
の
四
八
日
間
の
膳

の
献
立
が
順
番
に
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、
資
料
の
散
逸･

欠
損
な
ど
は
み
ら
れ
な
い

（
表
１
）。

二
．
献
立
内
容

「
梅
颸
御
供
」
は
三
冊
あ
わ
せ
る
と
全
部
で
五
二
丁
か
ら
成
り
、
梅
颸
没
後

二
日
目
の
発
引
（
出
棺
）
の
日
か
ら
膳
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
た
。
発
引
の
日

は
朝
奠
と
夜
祭
奠
の
二
膳
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
朝
奠
、
午
後
奠
（
午

奠
）、
夕
奠
の
三
膳
が
供
え
ら
れ
た
。
朝
奠
は
猪
口
、
御
汁
、
御
平
、
御
飯
、
御

香
物
、
御
酒
あ
る
い
は
御
湯
の
膳
構
成
が
主
で
あ
っ
た
。
午
後
奠
に
は
菓
子
と
茶

が
供
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
夕
奠
は
朝
奠
の
膳
に
さ
ら
に
御
向
詰
、
御
肴
が
加

わ
っ
た
も
の
が
主
で
あ
っ
た
。
こ
の
膳
供
物
を
お
こ
な
う
五
〇
日
間
近
く
の
時
期

は
、
ち
ょ
う
ど
年
中
行
事
の
年
末
お
よ
び
正
月
に
あ
た
っ
て
お
り
２
，９
、
そ
の
た

め
、
供
物
食
品
の
な
か
に
は
、
雑
煮
、
七
草
粥
、
小
豆
粥
な
ど
が
み
ら
れ
た
。


